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１　

問
題
の
所
在

　

⑴　

国
際
ハ
ブ
空
港
と
は
ど
の
よ
う
な
空
港
か

　

本
稿
の
課
題
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
を
迎
え
て
地
方

拠
点
空
港
の
成
熟
化
を
図
る
う
え
で
、
如
何
に
国
際
化
を

推
進
し
て
い
く
か
に
関
し
て
、
新
千
歳
空
港
を
事
例
と
し

て
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
北
海
道
は
新
千
歳
空
港

の
国
際
ハ
ブ
化
を
視
野
に
入
れ
、
国
際
線
の
誘
致
強
化
に

乗
り
出
し
て
い
る
（『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
一
七
年
一
月
三

日
付
記
事
）。

　

そ
の
背
景
と
し
て
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
）

需
要
の
拡
大
と
空
港
民
営
化
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
国
の
成

長
戦
略
「
日
本
再
興
戦
略
２
０
１
６
」
で
も
、
観
光
を
地

方
創
生
の
重
要
施
策
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
道
は
二
〇
二

〇
年
度
の
来
道
外
国
人
数
五
〇
〇
万
人
と
の
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。

　

ま
た
周
知
の
と
お
り
、
新
千
歳
空
港
（
国
管
理
）
は
、

稚
内
空
港
（
国
管
理
）、
釧
路
空
港
（
国
管
理
）、
函
館
空

港
（
国
管
理
）、女
満
別
空
港
（
道
管
理
）、旭
川
空
港
（
市

管
理
）、
帯
広
空
港
（
市
管
理
）
と
と
も
に
、
七
空
港
の

運
営
を
一
括
で
民
間
委
託
す
る
空
港
民
営
化
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
の
一
括
民
営
化
委
託
の
戦
略
的
な
目
標
の
一
つ

と
し
て
、
国
内
線
旅
客
に
加
え
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
中
心
の

来
道
者
の
大
幅
な
増
加
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
民
間
委

託
の
前
提
と
し
て
、
新
千
歳
空
港
の
国
際
拠
点
空
港
と
し

て
の
機
能
強
化
へ
の
寄
与
が
示
さ
れ
て
い
る
（『
北
海
道

に
お
け
る
空
港
運
営
戦
略
の
推
進
―
―
新
た
な
時
代
の
確

か
な
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め
ざ
し
て
』
北
海
道
、
二
〇

一
六
（
平
成
二
八
）
年
一
二
月
二
六
日
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
と
か
く
新
千
歳
空
港
に
国
際
ハ
ブ
空

港
の
可
能
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
主
張
に
は
根
拠
が
乏
し

い
。
そ
も
そ
も
国
際
ハ
ブ
空
港
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
空

港
な
の
か
。
定
義
す
ら
明
確
に
し
な
い
ま
ま
の
粗
雑
な
国

際
ハ
ブ
化
論
が
流
布
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
国
内
・

国
際
便
を
含
む
航
空
路
線
が
集
ま
る
大
型
空
港
」（『
日
本

経
済
新
聞
』
二
〇
一
二
年
四
月
七
日
付
記
事
）
と
い
う
程

度
の
認
識
な
ら
ば
、
新
千
歳
空
港
も
国
際
ハ
ブ
空
港
と
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

や
は
り
、
緻
密
な
議
論
の
前
提
と
し
て
定
義
が
必
要
で

あ
る
。
国
際
標
準
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
ブ
空
港
で
あ

る
な
ら
ば
、「
年
間
国
際
線
旅
客
数
一
〇
〇
〇
万
人
」
と

い
う
国
際
空
港
評
議
会
（
Ａ
Ｉ
Ｃ
）
の
定
義
に
基
づ
く
こ

と
が
一
般
的
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
Ａ
Ｉ
Ｃ
の
定

義
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
日
本
の
場
合
に
は
、
成
田
空
港

二
九
五
八
万
人
、
関
西
空
港
一
八
六
五
万
人
、
羽
田
空
港

一
五
一
八
万
人
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
空
港
が
国
際
ハ
ブ
空

港
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
三
空
港
の
特
徴
は
、

路
線
構
成
が
北
米
・
欧
州
・
ア
ジ
ア
そ
れ
ぞ
れ
に
向
け
て

一
定
程
度
整
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
産
業
集
積
度
が
高

い
中
京
地
帯
を
背
後
圏
と
す
る
中
部
空
港
と
て
五
一
八
万
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人
で
あ
る
。
代
表
的
な
地
方
拠
点
空
港
で
あ
る
福
岡
空
港

は
四
九
九
万
人
、
新
千
歳
空
港
は
二
五
八
万
人
で
あ
る

（『
二
〇
一
六
年
（
平
成
二
八
年
）
空
港
利
用
者
数
ラ
ン
キ

ン
グ
（
日
本
）』）。
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
時
代
に
あ
っ
て
、

国
際
ハ
ブ
空
港
間
競
争
に
生
き
残
っ
て
い
く
に
は
、
日
本

の
国
土
構
造
か
ら
は
首
都
圏
の
成
田
空
港
と
羽
田
空
港
の

二
空
港
を
核
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
政
策
対

応
で
あ
る
。
羽
田
の
国
際
化
が
進
行
す
る
現
状
に
お
い
て

は
、
も
は
や
成
田
＝
国
際
、
羽
田
＝
国
内
と
い
う
棲
み
分

け
論
は
崩
れ
て
い
る
。

　

⑵　

空
港
背
後
圏
の
安
定
的
な
基
礎
需
要
の
存
在

　

そ
も
そ
も
空
港
が
ハ
ブ
化
す
る
た
め
に
は
、
航
空
会
社

が
当
該
空
港
に
生
産
体
制
を
お
い
て
基
地
化
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
エ
ア
ラ
イ
ン
ハ
ブ
と
し
て
の

空
港
で
あ
る
。
そ
の
前
提
条
件
は
航
空
会
社
の
経
営
面
に

焦
点
を
当
て
る
な
ら
ば
、
空
港
を
中
心
と
し
た
背
後
圏
に

安
定
的
な
基
礎
需
要
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
経
済
活
動
の
一
手
段
と
し
て
の
航
空
と
い
う
視
点
で

考
え
る
な
ら
ば
、
客
単
価
が
高
い
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
が

一
定
程
度
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

欧
州
の
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港

は
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
航
空
（
Ｌ
Ｈ
）、
パ
リ
・
ド
ゴ
ー
ル
空
港

は
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
（
Ａ
Ｆ
）、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
ス
キ

ポ
ー
ル
空
港
は
Ｋ
Ｌ
Ｍ
オ
ラ
ン
ダ
航
空
（
Ｋ
Ｌ
）、
ロ
ン
ド

ン
・
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
は
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
エ
ア
ウ
ェ
イ
ズ

（
Ｂ
Ａ
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
各
国
キ
ャ
リ
ア
の
エ
ア
ラ

イ
ン
ハ
ブ
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
日
本
航
空（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

と
全
日
空
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
成
田
・
羽

田
の
首
都
圏
空
港
を
基
地
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
Ｂ
Ａ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
（
Ａ

Ａ
）
と
、
Ａ
Ｎ
Ａ
は
Ｌ
Ｈ
お
よ
び
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
（
Ｕ

Ａ
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
ん
で
い
る
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
っ

て
、
欧
州
路
線
、
大
西
洋
路
線
、
太
平
洋
路
線
は
グ
ル
ー

プ
化
が
進
展
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
既
存
の
国
際
ハ
ブ

空
港
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
Ｊ

Ａ
Ｌ
、
Ａ
Ｎ
Ａ
は
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
活
用
し
つ
つ
、
自
社

国
内
線
に
よ
っ
て
国
際
線
需
要
を
首
都
圏
空
港
に
集
約
す

る
。
道
内
発
着
路
線
全
五
五
路
線
中
、
東
京
（
羽
田
・
成

田
）
＝
札
幌
路
線
の
輸
送
旅
客
数
（
二
〇
一
五
年
度
）
は

約
一
〇
七
〇
万
人
で
あ
り
、
路
線
上
位
二
〇
位
の
う
ち
約

五
〇
％
を
占
め
て
い
る
（
国
土
交
通
省
『
平
成
二
七
年
航

空
輸
送
統
計
調
査
』）。

　

⑶　

国
際
化
と
国
際
ハ
ブ
化
の
混
同

　

次
に
、
新
千
歳
空
港
の
地
理
的
優
位
性
と
需
要
集
積
の

方
法
と
い
う
視
点
か
ら
、
国
際
ハ
ブ
化
の
可
能
性
に
言
及

す
る
論
に
つ
い
て
反
論
し
た
い
。
日
本
は
ア
ジ
ア
と
北
米

を
最
短
距
離
で
結
ぶ
大
圏
航
路
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
と
か
く
経
由
地
と
し
て
の
新
千
歳
空
港

の
地
理
的
優
位
性
を
強
調
す
る
。
た
と
え
ば
関
西
空
港
と

Ｊ
Ｆ
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
を
結
ぶ
路
線
で
あ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん

理
論
上
は
北
海
道
上
空
も
含
ま
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
緊
急
時
に
お
け
る
新
千
歳
空
港
へ
の

着
陸
は
あ
る
も
の
の
、
い
く
ら
大
圏
航
路
上
で
あ
っ
て
も

国
内
便
が
一
時
間
当
た
り
一
〇
便
以
上
航
行
し
て
い
る
現

状
で
は
、
航
行
の
安
全
性
の
面
か
ら
当
該
航
路
は
避
け
る

こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。技
術
革
新
と
機
材
革
新
が
進
み
、

「
フ
リ
ー
フ
ラ
イ
ト
方
式
」
が
採
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
フ

リ
ー
フ
ラ
イ
ト
方
式
と
は
、
最
小
限
の
制
限
下
に
お
い
て

機
長
自
身
の
判
断
と
選
択
に
基
づ
く
効
率
的
な
経
路
と
速

度
に
よ
る
運
航
方
式
を
指
す
。
北
海
道
上
空
を
通
過
す
る

の
で
は
な
く
、
欧
州
路
線
で
あ
れ
ば
留
萌
沖
の
日
本
海
上

空
、
北
米
路
線
で
あ
れ
ば
釧
路
沖
の
太
平
洋
上
空
そ
れ
ぞ

れ
の
洋
上
航
路
と
な
る
。

　

基
礎
需
要
の
不
足
を
経
由
便
の
運
航
で
補
う
形
の
ハ
ブ
化

論
も
根
強
い
。
だ
が
、
途
中
降
機
の
コ
ス
ト
は
増
加
す
る
。

ま
ず
燃
料
消
費
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
着
陸
回
数
の
増
加

は
整
備
費
用
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
。
加
え
て
、
新
千
歳

空
港
の
着
陸
料
、
新
千
歳
空
港
で
の
駐
機
時
間
、
乗
務
員
の

交
替
な
ど
も
コ
ス
ト
上
昇
要
因
と
な
る
。
ま
た
、
積
雪
空
港

で
あ
る
た
め
に
冬
季
の
定
時
性
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
。
大

規
模
国
際
ハ
ブ
空
港
を
活
用
し
た
ハ
ブ
＆
ス
ポ
ー
ク
方
式

と
、
ポ
イ
ン
ト
・
ト
ゥ
・
ポ
イ
ン
ト
（P to P

）
の
直
行
便

方
式
を
併
用
す
る
路
線
展
開
が
、
世
界
の
潮
流
で
あ
る
。

　

北
海
道
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
空
港
と
し
て
新
千
歳
空
港
の

国
際
化
は
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国

際
化
と
国
際
ハ
ブ
化
を
混
同
す
る
議
論
は
民
営
化
後
の
将

来
展
望
に
と
っ
て
不
要
で
あ
る
。
何
よ
り
も
ま
し
て
重
要

な
点
は
、
空
港
の
潜
在
的
な
顧
客
は
航
空
会
社
で
あ
る
こ

と
だ
。
航
空
会
社
が
新
千
歳
空
港
に
関
し
て
、
空
港
能
力

や
空
港
容
量
の
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
空
港
の
後
背
地
を

含
め
た
商
圏
と
し
て
如
何
な
る
評
価
を
し
て
い
る
か
に
つ
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い
て
、
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
、
ま
ず
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
国
際
ハ
ブ
化
論
に
反
証
を
示
し
つ
つ
、
新

千
歳
空
港
の
国
際
化
の
現
状
を
整
理
し
て
い
く
。
そ
し
て

航
空
会
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
分
析
し
て
、
新

千
歳
空
港
の
国
際
ハ
ブ
化
の
可
能
性
を
批
判
的
に
検
討
し

た
い
。
総
括
と
し
て
、
新
千
歳
空
港
の
国
際
化
の
方
向
性

を
提
言
す
る
。
加
え
て
空
港
機
能
強
化
に
寄
与
す
る
社
会

資
本
整
備
の
あ
り
方
も
述
べ
た
い
。

　

２　

新
千
歳
と
主
要
空
港
の
国
際
旅
客
分
析

　

表
１
は
、
国
際
旅
客
数
に
占
め
る
国
際
線
間
の
乗
り
継

ぎ
旅
客
数
と
比
率
（
際
際
乗
り
継
ぎ
比
率
）
を
示
し
て
い

る
。
表
２
は
地
域
別
国
際
旅
客
数
を
、
表
３
は
海
外
渡
航

需
要
規
模
の
比
較
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。
た
だ
し

表
２
と
表
３
に
は
、
他
の
国
内
空
港
を
乗
り
継
い
で
出
国

し
た
旅
客
も
含
ま
れ
て
い
る
。
表
１
、
表
２
お
よ
び
表
３

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス

テ
ム
（G

lobal D
istribution System

,

Ｇ
Ｄ
Ｓ
）
経
由
で

予
約
さ
れ
た
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｔ
（M
arketing Inform

ation D
ata 

Transfer

）
デ
ー
タ
（
二
〇
一
五
年
）
に
基
づ
く
旅
客
流

動
で
あ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｓ
と
は
、
世
界
中
の
航
空
会
社
、
ホ
テ

ル
な
ど
の
予
約
・
発
券
が
可
能
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
航
空
各
社
の
自
社
シ
ス
テ
ム
予
約
分
は
含

ま
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
そ
の
実
数
自
体
は
全
体
流
動
の

一
部
し
か
表
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
旅
客

動
向
を
概
括
的
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

　

表
１
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
国

際
線
同
士
の
乗
り
継
ぎ
比
率
の
「
際

際
乗
り
継
ぎ
比
率
」
で
あ
る
。
表

１
に
沿
っ
て
列
挙
す
る
な
ら
ば
、

成
田
一
二
・
四
％
、羽
田
一
・
四
％
、

仁
川
一
〇
・
二
％
、
台
北
一
〇
・
一

％
、香
港
二
一
・
四
％
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
二
三
・
〇
％
で
あ
る
。
国
際
線

乗
り
継
ぎ
需
要
の
集
約
を
図
っ
て

い
る
国
際
ハ
ブ
空
港
の
例
と
し
て
、

と
か
く
韓
国
の
仁
川
空
港
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、
国
際
線

旅
客
の
う
ち
際
際
乗
り
継
ぎ
比

率
は
一
〇
・
二
％
で
あ
る
。
要

す
る
に
仁
川
で
あ
っ
て
も
国
際

線
旅
客
の
大
部
分
は
、
仁
川
発

着
の
単
区
間
の
利
用
あ
る
い
は

韓
国
の
国
内
線
と
の
乗
り
継
ぎ

で
あ
る
。国
内
線
が
な
い
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
て
、
二
〇
％

台
前
半
で
あ
る
。
他
方
、
羽
田

は
わ
ず
か
一
・
四
％
に
過
ぎ
な

い
。
圧
倒
的
に
後
背
地
の
首
都

圏
が
目
的
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

表
２
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

新
千
歳
は
主
要
な
国
内
他
空
港

と
比
較
し
て
、
国
際
旅
客
数
は

少
な
い
。
東
京
、
大
阪
、
名
古

屋
の
三
大
都
市
圏
の
順
位
が
、
そ
の
ま
ま
国
際
旅
客
数
に

反
映
さ
れ
て
い
る
。
表
３
に
示
し
た
よ
う
に
、
後
背
地
人

口
が
近
似
す
る
福
岡
と
比
較
し
て
も
福
岡
の
四
割
以
下
で

あ
る
。
空
港
後
背
地
を
含
め
た
札
幌
圏
で
の
基
礎
需
要
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

表
４
は
出
国
空
港
別
旅
行
目
的
構
成
を
、
表
５
は
出
国

空
港
別
旅
行
形
態
構
成
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。
表

４
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
旅
行
目
的
の
構
成
比
に
着
目

す
る
な
ら
ば
、
羽
田
で
は
業
務
目
的
（
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
）

二
三
・
三
％
、
新
千
歳
で
は
業
務
目
的
は
わ
ず
か
二
・
八
％

で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
観
光
目
的
が
九
二
％
と
圧
倒
的

表１　空港別国際旅客に占める際際乗継比率

表２　空港別国際旅客数

表３　海外渡航需要規模の比較



20北海道自治研究 ２０１７年４月（Ｎo.579）

に
高
い
。
業
務
目
的

旅
客
数
を
福
岡
と
比

較
す
る
な
ら
ば
、
福

岡
は
新
千
歳
一
万
七

〇
五
三
人
の
五
倍
以
上
で
、
八
万
六
三
五
二
人
で
あ
る
。

ま
た
構
成
比
で
見
て
も
、
福
岡
は
九
・
八
％
す
な
わ
ち
新

千
歳
の
三
倍
以
上
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
は
業
務
目
的
の
場
合
に
は
個
人
客
中
心
と
な

り
、
観
光
目
的
の
場
合
に
は
団
体
客
中

心
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
表
５

で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
構
成
比
を
見

る
な
ら
ば
、羽
田
は
個
人
九
一
・
三
％
、

団
体
八
・
七
％
で
あ
る
。
成
田
、関
西
、

中
部
も
圧
倒
的
に
個
人
の
比
率
が
高
く
、

そ
れ
ぞ
れ
八
八
・
一
％
、
八
四
・
八
％
、

七
二
・
五
％
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

新
千
歳
で
は
団
体
六
一
・
六
％
、
個
人

三
八
・
一
％
で
あ
り
、
逆
に
団
体
比
率

が
二
三
ポ
イ
ン
ト
高
い
。
福
岡
は
団
体

三
〇
・
九
％
、個
人
六
九
・
一
％
で
あ
る
。

福
岡
は
羽
田
、
成
田
、
関
西
、
中
部
と

同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
新
千
歳
と
は
正
反
対
の
傾
向

を
示
し
て
い
る
。

　

新
千
歳
と
福
岡
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、

福
岡
の
方
が
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
は
集
約
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
人
口
規
模
や

産
業
集
積
の
次
元
だ
け
で
は
な
く
、
二

次
交
通
の
充
実
度
も
大
き
な
要
因
で
あ

る
と
推
察
で
き
る
。

　

３　

新
千
歳
空
港
に
対
す
る
航
空
会
社
ア
ン
ケ
ー

　
　

ト
分
析

　

空
港
の
潜
在
的
な
顧
客
は
航
空
会
社
で
あ
る
と
い
う
前

提
に
立
っ
て
、
筆
者
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
二
〇
一
六

年
八
月
～
一
一
月
に
か
け
て
日
本
に
就
航
し
て
い
る
航
空

会
社
九
〇
社
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

す
で
に
新
千
歳
に
就
航
し
て
い
る
航
空
会
社
五
社
を
含
め

て
二
九
社
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
（
ｎ
＝
29
）。
さ
ら
に
必
要

に
応
じ
て
、
現
状
で
は
新
千
歳
に
就
航
し
て
い
な
い
複
数

の
航
空
会
社
を
直
接
訪
問
し
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
も

実
施
し
た
。
航
空
会
社
本
社
所
在
地
で
分
け
る
な
ら
ば
、

外
国
航
空
会
社
二
六
社
、
国
内
航
空
会
社
三
社
で
あ
る
。

本
稿
で
は
記
述
式
回
答
を
中
心
に
整
理
し
た
上
で
、
分
析

し
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
は
、

各
航
空
会
社
の
最
終
的
な
経
営
意
思
決
定
手
続
き
を
経
て

は
い
な
い
た
め
、
匿
名
で
の
回
答
に
な
っ
て
い
る
。
外
国

航
空
会
社
を
Ｆ
、国
内
航
空
会
社
を
Ｄ
と
表
記
し
て
い
る
。

　

⑴　

航
空
各
社
の
新
千
歳
へ
の
就
航
予
定

　
「
新
千
歳
へ
の
就
航
予
定
が
な
い
」
と
明
確
に
否
定
し

た
回
答
を
し
た
航
空
会
社
は
一
六
社
で
あ
っ
た
。
一
三
社

は
不
明
も
し
く
は
未
回
答
で
あ
っ
た
。
図
１
は
、
否
定
し

た
一
六
社
の
理
由
を
示
し
て
い
る
。
図
１
に
示
し
た
よ
う

に
、
そ
の
主
た
る
理
由
と
し
て
、「
路
線
需
要
が
期
待
で

き
な
い
」
一
二
社
、「
採
算
性
の
面
か
ら
」
一
一
社
、「
機

材
繰
り
等
自
社
経
営
事
情
」五
社
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
複

数
回
答
）。
航
空
会
社
の
見
解
で
は
、

表４　出国空港別旅行目的構成

表５　出国空港別旅行形態構成
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「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
共
に
採
算
需
要

が
見
込
め
な
い
」（
Ｆ
）

　
「
直
行
便
需
要
が
採
算
に
合
う
ほ
ど
期
待
で
き
な
い
。

ま
た
、札
幌
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
接
続
便
が
限
定
的
で
、

接
続
旅
客
需
要
が
期
待
で
き
な
い
」（
Ｆ
）

　
「
北
海
道
発
と
し
て
の
需
要
動
向
を
鑑
み
る
と
、
直
行

便
と
し
て
の
採
算
は
相
当
厳
し
い
か
と
思
わ
れ
る
」（
Ｆ
）

　
「
法
人
客
、貨
物
等
の
需
要
獲
得
が
期
待
で
き
な
い
」（
Ｆ
）

　
「
共
同
運
航
に
よ
る
効
率
化
を
重
視
す
る
」（
Ｆ
）

等
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　

⑵　

新
千
歳
ハ
ブ
化
へ
の
否
定
的
な
見
方

　

図
２
に
示
す
よ
う
に
、「
新
千
歳
空
港
の
ハ
ブ
化
」
に

つ
い
て
は
、「
ハ
ブ
化
は
否
定
的
で
あ
る
」
が
二
〇
社
、「
ハ

ブ
化
を
前
向
き
に
検
討
す
る
」
が
一
社
、「
分
か
ら
な
い
」

が
八
社
で
あ
っ
た
。
図
３
は
否
定
的
な
回
答
を
し
た
二
〇

社
と
分
か
ら
な
い
と
回
答
し
た
八
社
に
つ
い
て
、
そ
の
理

由
を
示
し
て
い
る
。「
新
千
歳
空
港
の
ハ
ブ
化
に
つ
い
て

否
定
的
ま
た
は
分
か
ら
な
い
と
す
る
理
由
」（
上
位
三
項

目
）
と
し
て
は
、
図
３
に
示
す
よ
う
に
、「
既
に
成
田
、

羽
田
、
関
空
等
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
し
て
お
り
、
必

要
性
や
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い
」が
二
一
社
、「
ハ
ブ
化（
基

地
化
）
す
る
費
用
対
効
果
が
期
待
で
き
な
い
」
が
一
五
社
、

「
乗
り
継
ぎ
を
含
め
た
需
要
が
期
待
で
き
な
い
」
が
一
〇

図１　就航予定はないとする理由（複数回答）　　（ｎ=16)

図２　新千歳空港のハブ化の可能性　　　　(ｎ＝29）

図３　ハブ化は分からない・否定的とする理由（複数回答）（ｎ=28)
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社
で
あ
っ
た
（
複
数
回
答
）。
航
空
会
社
の
見
解
で
は
、

　
「
日
本
で
の
地
方
空
港
の
ハ
ブ
化
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ

る
と
考
え
る
。
こ
の
国
土
の
大
き
さ
で
、
鉄
道
・
高
速
道

路
、
そ
し
て
国
内
線
が
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
な
か
、
空

港
が
一
〇
二
も
あ
る
こ
と
自
体
が
異
常
で
、
殆
ど
の
自
治

体
の
赤
字
は
解
消
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
地
方
空
港
が
体
力

的
に
劣
っ
て
き
た
結
果
、
航
空
・
旅
行
業
界
は
何
ら
将
来

的
に
有
望
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
張
に
至
ら
な
い
」（
Ｆ
）

　
「
新
千
歳
空
港
か
ら
の
日
本
国
内
路
線
網
、
運
航
本
数

と
も
に
限
定
的
で
ハ
ブ
と
し
て
機
能
し
に
く
い
」（
Ｆ
）

　
「
主
要
な
海
外
目
的
地
で
あ
る
ア
ジ
ア
圏
か
ら
遠
く
、

国
際
ハ
ブ
空
港
と
し
て
の
立
地
に
無
理
が
あ
る
」（
Ｄ
）

　
「
新
千
歳
空
港
発
着
の
国
際
路
線
単
体
で
の
収
支
さ
え

採
算
の
目
途
が
立
た
な
い
た
め
、
そ
の
先
の
国
際
ハ
ブ
化

を
検
討
で
き
る
段
階
に
な
い
」（
Ｄ
）

　
「
本
国
か
ら
は
既
に
日
本
を
は
じ
め
、
韓
国
、
中
国
、

香
港
の
各
空
港
に
直
行
便
を
就
航
さ
せ
て
お
り
、
ア
ジ
ア

に
お
い
て
は
ハ
ブ
空
港
は
不
要
で
あ
る
」（
Ｆ
）

　
「
成
田
に
十
分
な
発
着
枠
を
確
保
し
、
供
給
座
席
数
は

主
要
な
欧
州
系
キ
ャ
リ
ア
と
肩
を
並
べ
て
お
り
、
現
時
点

で
は
追
加
就
航
の
検
討
は
し
て
い
な
い
」（
Ｆ
）

等
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　

⑶　

新
千
歳
を
目
的
と
す
る
と
き
の
北
海
道
へ
の
期
待

　

新
千
歳
空
港
を
目
的
地
と
す
る
場
合
に
北
海
道
関
係
者

に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
北
海
道
発
需
要
の
掘

り
起
こ
し
」
が
一
四
社
、「
新
千
歳
空
港
利
用
の
メ
リ
ッ

ト
に
関
す
る
情
報
」
が
一
一
社
、「
北
海
道
へ
の
送
客
に

係
る
施
策
」
が
一
一
社
、「
北
海
道
の
魅
力
あ
る
発
信
と

多
言
語
化
」
が
八
社
で
あ
っ
た
（
複
数
回
答
）。
航
空
会

社
の
見
解
で
は
、

　
「
北
米
と
北
海
道
を
結
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
」（
Ｆ
）

　
「
双
方
向
の
需
要
拡
大
機
会
」（
Ｆ
）

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
す
る
施
策
は
あ
る
が
、
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
へ
の
施
策
が
な
い
。
航
空
は
双
方
に
需
要
が

あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
北
海
道
の
ほ
と
ん
ど
の

旅
行
代
理
店
は
旅
客
の
売
り
方
を
忘
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
」（
Ｆ
）

　
「
現
状
を
鑑
み
て
難
し
い
こ
と
は
重
々
承
知
の
上
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
客
の
発
掘
」（
Ｆ
）

　
「
通
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
」（
Ｄ
）

　
「
今
以
上
に
就
航
規
模
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
特
に

搭
乗
ゲ
ー
ト
や
駐
機
ス
ポ
ッ
ト
等
の
施
設
拡
充
が
必
要
で

あ
る
」（
Ｄ
）

　
「
欧
州
需
要
に
対
す
る
周
辺
地
域
の
数
字
的
な
分
析
結

果
の
公
表
、
札
幌
周
辺
に
お
け
る
企
業
需
要
の
詳
細
、
空

港
着
陸
料
等
の
軽
減
、
そ
の
他
固
定
費
削
減
支
援
策
の
提

示
、
欧
州
に
お
け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
計
画
、
乗
務
員
の

宿
泊
施
設
な
ど
の
就
航
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
空
港
基

本
情
報
の
発
信
」（
Ｆ
）

等
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　

④　

各
社
は
エ
ア
ラ
イ
ン
ハ
ブ
化
を
目
指
さ
な
い

　

航
空
会
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
は
、
ま
ず
新

千
歳
の
エ
ア
ラ
イ
ン
ハ
ブ
化
を
目
指
す
航
空
会
社
は
、
皆

無
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
以
下
の
二
点
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

　

第
一
点
目
は
、
人
口
集
中
と
産
業
集
積
を
基
盤
と
す
る

経
済
活
動
規
模
を
所
与
と
す
る
な
ら
ば
、
成
田
・
羽
田
の

首
都
圏
空
港
を
第
一
に
国
際
ハ
ブ
化
す
る
こ
と
は
必
然
で

あ
る
。
日
本
の
国
土
構
造
か
ら
は
、
次
に
関
西
圏
、
そ
し

て
中
部
圏
と
な
る
。
成
田
・
羽
田
を
中
心
に
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
も
活
用
し
つ
つ
国
際
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
る
状
況
は
変
化
し
な
い
。

　

た
と
え
ば
最
近
の
事
例
と
し
て
、
北
海
道
と
地
理
的
に

近
い
ロ
シ
ア
と
の
路
線
で
の
増
便
の
動
き
を
紹
介
し
た

い
。
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
は
成
田
＝
モ
ス
ク
ワ
線
を
、

三
月
二
六
日
～
六
月
三
〇
日
ま
で
週
五
往
復
、
七
月
一
日

か
ら
一
〇
月
二
八
日
ま
で
一
日
一
往
復
に
増
便
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
国
内
線
に
就
航
し
て
い
る

Ｓ
７
航
空
（
旧
シ
ベ
リ
ア
航
空
）
は
、
極
東
の
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
＝
成
田
線
を
、
四
月
三
〇
日
か
ら
一
一
月
一
七
日

ま
で
週
三
往
復
か
ら
同
四
往
復
に
増
便
す
る
と
発
表
し
て

い
る
。
加
え
て
四
月
二
八
日
か
ら
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
＝

関
西
線
を
週
二
便
体
制
で
開
設
す
る
こ
と
も
決
定
し
た
。
ロ

シ
ア
国
営
最
大
手
航
空
会
社
ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト
の
子
会
社
で

あ
る
オ
ー
ロ
ラ
航
空
は
、
三
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
ま
で
成
田

＝
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
線
を
週
三
往
復
体
制
で
再
開
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、航
空
は
経
済
活
動
の
手
段
で
あ
る
ゆ
え
に
、

人
的
交
流
が
活
発
化
す
る
首
都
圏
空
港
・
関
西
圏
空
港
の
国

際
化
は
、
今
後
さ
ら
に
進
展
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　

第
二
点
目
は
、新
千
歳
に
は
乗
り
継
ぎ
需
要
を
含
め
て
、

後
背
地
に
安
定
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
が
一
定
程
度
存
在
し

な
い
。
あ
く
ま
で
も
北
海
道
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
空
港
と
し



23 北海道自治研究 ２０１７年４月（Ｎo.579）

て
、
観
光
客
主
体
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
地
と
し
て
の
役

割
を
担
う
空
港
で
あ
る
。
航
空
会
社
の
収
益
基
盤
は
あ
く

ま
で
も
客
単
価
が
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
と
り
わ
け
先
進
国
の
大
手
航
空
会
社
に
当
て
は
ま
る
。

　

要
す
る
に
、
航
空
会
社
の
経
営
の
本
質
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
現
状
に
お
け
る
新
千
歳
空
港
の
国
際
ハ
ブ
化
の
可

能
性
は
極
め
て
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

４　

総
括
―
新
千
歳
空
港
国
際
化
の
方
向
性

　

国
は
、
二
〇
二
〇
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
目
標
値

を
二
〇
〇
〇
万
人
か
ら
倍
の
四
〇
〇
〇
万
人
に
大
幅
に
引

き
上
げ
た
（『
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
』）。

北
海
道
で
は
、
二
〇
一
一
年
度
で
は
五
七
万
人
で
あ
っ
た

来
道
外
国
人
観
光
客
数
は
、
二
〇
一
五
年
度
に
は
二
〇
八

万
人
に
増
加
し
て
二
〇
〇
万
人
を
突
破
し
て
き
た
。
道
は

目
標
数
三
〇
〇
万
人
が
視
野
に
入
り
つ
つ
あ
る
と
判
断
し
、

二
〇
二
〇
年
度
を
目
途
に
外
国
人
観
光
客
五
〇
〇
万
人
と

い
う
目
標
を
掲
げ
た
。
つ
ま
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
加
速
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

新
千
歳
空
港
の
さ
ら
な
る
国
際
化
対
応
も
喫
緊
の
課
題

と
言
え
よ
う
。
北
海
道
発
の
海
外
渡
航
需
要
の
大
幅
な
拡

大
は
、
短
期
的
に
は
困
難
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
外
国
人
観
光
客
の
受
け
地
で
あ
る
北
海
道
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
空
港
と
し
て
、
ま
す
ま
す
新
千
歳
空
港
の
役
割

が
重
要
と
な
り
、
機
能
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は

二
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
点
目
。
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会
社
）

の
新
規
参
入
や
既
存
参
入
航
空
会
社
の
増
便
を
促
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
新
千
歳
空
港
を
発
着
す
る

国
際
定
期
便
は
週
一
五
二
往
復
（
二
〇
一
七
年
四
月
一
日

時
点
）
で
、
前
年
同
期
比
三
六
・
九
％
で
あ
る
。
発
着
枠

が
三
月
二
六
日
以
降
に
一
時
間
当
た
り
三
二
回
か
ら
四
二

回
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
新
千
歳
に
就
航
し
て
い
る
中
国
国
際
航
空
や
春

秋
航
空
は
、
昨
年
よ
り
も
増
便
し
て
い
る
。
ま
た
新
規
路

線
開
設
の
動
き
も
見
ら
れ
た
。
中
国
東
方
航
空
が
、
三
月

二
六
日
か
ら
新
千
歳
＝
南
京
線
週
二
往
復
を
開
設
し
た
。

上
海
吉
祥
航
空
が
、
四
月
一
日
か
ら
新
千
歳
＝
上
海
線
に

一
日
一
往
復
新
規
就
航
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
中

国
の
北
海
道
観
光
需
要
を
呼
び
込
む
余
地
は
十
分
に
あ
る

と
い
う
証
左
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
着
陸
料
の
減
免
等
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
提
示
で
き
る
エ
ア
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
が
、必
要
と
な
ろ
う
。

空
港
民
営
化
の
最
大
の
眼
目
は
、
空
港
の
維
持
管
理
費
用
を

ど
の
程
度
ま
で
非
航
空
収
入
で
賄
う
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ

る
。
一
括
民
営
化
の
果
実
は
空
港
投
資
に
振
り
向
け
る
べ
き

で
あ
り
、
単
に
新
千
歳
空
港
の
収
入
を
赤
字
空
港
の
補
填
に

回
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

　

第
二
点
目
。
地
域
創
生
の
視
点
か
ら
は
、
道
央
圏
以
外

の
道
南
圏
・
道
東
圏
・
道
北
圏
に
お
け
る
交
流
人
口
や
滞

在
人
口
を
拡
大
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
旅
行
形
態
は
、「
旅
行
代
理
店
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
等
」
が
全
体
の
六
三
・
八
％
を
占
め
て
い
る
（
北

海
道
経
済
部
観
光
局
『
平
成
二
三
年
度
観
光
客
動
態
・
満

足
度
調
査
』）。
新
千
歳
空
港
か
ら
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た

道
内
各
地
域
に
移
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
広
域
分
散

型
社
会
で
あ
る
北
海
道
で
は
、い
わ
ゆ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ（
移

動
性
）
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
る
。
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
高
度

化
と
は
、
移
動
時
間
の
短
縮
、
移
動
コ
ス
ト
の
低
下
、
移

動
リ
ス
ク
の
低
減
、
移
動
範
囲
の
拡
大
を
意
味
す
る
（
山

﨑
朗
『
日
本
の
国
土
計
画
と
地
域
開
発
』）。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
主
た
る
移
動
手
段
は
観
光
バ
ス
六
三
・

七
％
で
あ
っ
た
（
北
海
道
経
済
部
観
光
局
『
平
成
二
三
年

度
観
光
客
動
態
・
満
足
度
調
査
』）。
道
内
鉄
道
網
の
維
持

が
不
透
明
感
を
増
す
中
に
あ
っ
て
、
二
次
交
通
と
し
て
の

観
光
バ
ス
の
移
動
ニ
ー
ズ
は
、
今
後
さ
ら
に
高
ま
る
と
予

想
さ
れ
る
。
ま
た
、
将
来
的
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
さ
ら
に
選
択
さ
れ
る
な
ら
ば
、
都
市
間
バ
ス
や
レ
ン
タ

カ
ー
の
利
用
も
増
加
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
民

営
化
の
成
果
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
新
千
歳
空

港
と
道
内
各
空
港
あ
る
い
は
道
内
各
地
を
結
ぶ
た
め
に

は
、
道
央
圏
か
ら
放
射
状
に
延
び
る
高
規
格
幹
線
道
路
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
札
幌
丘
珠
空
港
の
高
質
的
活
用
を
視
野
に
入

れ
つ
つ
、
同
空
港
と
の
役
割
分
担
を
前
提
と
し
て
、
新
千

歳
空
港
を
中
心
と
し
た
道
内
空
港
間
の
充
実
し
た
ロ
ー
カ

ル
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。　

[

付
記]　

本
稿
は
、
ほ
く
と
う
総
研
地
域
活
性
化
連
携
支
援
事

業
「
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
新
千
歳
空
港
の
国
際
化

対
応
に
関
す
る
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

＜

ひ
ら
お
か　

よ
し
ゆ
き
／
も
り　

ま
さ
と＞


